
令和６年能登半島地震等への東京都の対応

１．被災地における支援活動

地震の概要
令和６年１月１日午後４時 10分、能登地方で発生した最大震度７の地震は、
奥能登を中心に甚大かつ広範囲な被害を及ぼしました。

震央から離れた地域でも液状化現象による被害が発生

沿岸部を中心に津波による甚大な被害が発生

道路が陥落し、奥能登アクセスルートが遮断

各地で人的・建物被害が多数発生

令和６年１月１日　能登半島地震発生

［被害の状況］（石川県発表：令和７年 10月 31 日時点）

※１　輪島市の数値は石川県の内数
※２　全壊、半壊、一部破損、床上浸水、床下浸水
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・警視庁や東京消防庁による救出救助活動の実施
・令和６年１月 10日から都職員が孤立化集落の情報収集作業を実施
　（住民情報や道路啓開情報など）救

　出
　救
　助

連絡調整等
現地でのニーズを把握し適切な支援に繋げるため、輪島市に都職員を派遣

■東京消防庁の活動■

倒壊建物現場における
救出・救助活動

寸断された道路の先の
現場へ向かう様子

重機を活用した消防活動
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応
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１．被災地における支援活動
避難所の運営支援

下水道管の被害状況確認及び応急復旧（輪島市）

医療従事者等の派遣

応急復旧により管内の閉塞物を除去

テレビカメラによる管内の確認

浮上したマンホールの応急復旧

ＤＰＡＴ（災害派遣
精神医療チーム）
の活動
～全体ミーティング

雪の中での作業

食事配膳

応急給水（輪島市等）

給水車の派遣 組立式仮設給水槽の搬送、避難所等への設置

水道の応急復旧（輪島市等）

浄水場の被災状況 仮設浄水場の設置 地上仮配管 避難所での通水・復旧



令和６年能登半島地震等への東京都の対応
１．被災地における支援活動

～ 都職員の中長期派遣（令和６年４月より）～

復
　旧
　・
　復
　興

　令和６年４月から、道路や河川、漁港等のインフラの復旧や液状化対
策、廃棄物の処理などの復興業務を支援するため、地方自治法第 252 
条の17 に基づき、被災自治体である石川県、富山県及び輪島市に対し、
中長期での職員派遣を順次開始し、令和６年９月に発生した奥能登
豪雨への対応も含め、支援を行ってきました。

令和７年８月
下水道の応急復旧を行う
派遣職員（輪島市）

令和７年３月
西谷内川の現場確認を行う
派遣職員（石川県）

令和７年９月
災害廃棄物の広域処理業務の
ため金沢湊積替場で現場確認
を行う派遣職員（石川県）奥能登豪雨奥能登豪雨

令和６年９月に発生した大雨災害（奥能登豪雨災害）への対応
　能登地方で発生した「令和６年９月 20 日からの大雨」では甚大な被害が
発生しました。
　警視庁は、９月27日から10月７日までの間、広域緊急援助隊を現地に派遣し、
救出救助・捜索活動などにあたりました。また、全国知事会の要請に基づき、
令和６年11月から12月まで都職員の短期派遣を実施しました。

広域緊急援助隊の活動の様子



令和６年能登半島地震等への東京都の対応
２．都内における復興支援の取組
〇 都内避難者のための総合相談窓口の設置
『避難生活の悩み、一人で抱えていませんか？』
東京都社会福祉協議会にて令和６年１月 12 日より開設

〇 被災者の都営住宅への受入
入居 42 世帯、80 名 （令和６年５月時点）
 ・令和６年１月 10 日から受付開始、12 日から入居開始
　※令和７年 12月 31 日まで提供

〇 産業や観光業に対する支援
 ・都民広場における復興イベントの開催（地酒の販売等）
 ・「復興応援ふるさと市」開催（石川県等特産品の販売等）
 ・輪島塗応援コーナーの開設等（都内店舗等）
 ・中央卸売市場豊洲市場における被災地産品の販売

〇 DX人材等によるシステム構築等支援
 ・被災者の状況把握に向けたシステム構築のため、石川県の検討ワーキング
　グループに、GovTech 東京とともに参画（令和６年７月～）

〇 災害廃棄物の受入
 ・鉄道コンテナを活用し、都内自治体等の協力を得て清掃工場での受入
　（令和６年９月 27 日～令和７年 10 月３日）

金沢ターミナル駅出発（金沢市） 都内清掃工場へ可燃物を搬入

東京魚市場卸協同組合等の市場関係者及び石川県等の被災県の協力を得て、能登
をはじめとする石川県等の魚介類、特産品を購入できる店舗「夢市」と、漁業や食
文化等を楽しく学べるブース「楽座」からなる「三陸常磐・能登夢市楽座」を開催

【楽座】漁業や食文化等
　　　の展示ブース

※東日本大震災の復興支援も実施

【夢市】鮮魚の販売

「三陸常磐※・能登夢市楽座」



令和６年能登半島地震等への東京都の対応
２．都内における復興支援の取組
　令和６年度に、都民広場における石川県の地酒等販売イベ
ントの開催や、輪島市への児童絵画の贈呈を行いました。 

　令和６年６月に、都庁舎のプロジェクションマッピングの上映にあわせ、石川県の
アンテナショップ「八重洲いしかわテラス」が地酒等を販売するイベントを開催し、
石川県の魅力発信や被災地応援の機運醸成を行いました。

飲んで応援！ 石川の酒まつり

輪島市への児童絵画贈呈

建設型応急仮設住宅への児童絵画の掲出 贈呈式（令和６年 12 月 23 日）

　石川県輪島市に対する復興支援の一環として、都内の小学生が描いた絵画を加工し、
輪島市内の建設型応急仮設住宅の各住棟に目印として掲示することで、居住者・来訪者
の利便性の向上を図る取組を行いました。
　令和６年 12 月には、絵画を制作してくださった文京区立金富小学校の校長・児童、
都知事・都教育長出席の下、輪島市長への贈呈式を行いました。

他にも様々な絵画を

贈呈しました！



令和６年能登半島地震等への東京都の対応
２．都内における復興支援の取組
　都内における石川県特産品販売イベントの開催や、職員食堂に
おける被災地産食材を利用したメニューの提供を行っています。 

　石川県の特産品を使用してその場で調理した料理を楽しめるイベントや、名菓・地酒・
伝統工芸品等の特産品販売を行うイベントを年に２回開催し、石川県の特産品の魅力を
広く発信しています。イベント内では、被災県への関心・訪問意欲の醸成のため、富山県・
福井県・新潟県も含めた４県の観光情報の提供も行っています。

※東日本大震災の被災県支援イベントと併せて開催しています。

復興応援ふるさと市

復興応援ランチ

石川県産天然ぶりの漬け丼
（第一本庁舎）

能登牛ビーフカレー
（第二本庁舎）

能登豚ロースとんかつ
（第二本庁舎）

令和６年11月（御徒町南口駅前広場） 令和７年５月（御徒町南口駅前広場） 令和７年９月（ＫＩＴＴＥ 丸の内）

都庁職員食堂の提供メニューは
こちらからご覧いただけます！

　都庁の職員食堂では、復興応援の機運醸成と被災地産品の応援消費のため、月に２回
程度、能登半島地震等の被災地産食材を利用した「復興応援ランチ」を提供しています。
　一般の方も利用できますので、ぜひお越しください。

※職員食堂は、第一本庁舎 32 階と第二本庁舎４階にございます。
【メニュー例】


